






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 / ') ;~~~-~i~1~~,~!;~~ 9 ~~~iC ~~if :~ ~~~~__.Brf~~ 
~1j~~~~)~L~~~}~~~ ( I ) (=~7j~) 93 
printed in 4 U.C.C. Drafts 265 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984) . 
(49) Tentative Draft No. 2-Article VII : Commercial Transactions (Aug. 6, 
1948) , reprinted in 5 U.C.C. Drafts 127 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984); Notes and 
Comments to Tenantive Draft N0.2-Article VII : Commercial Transactions 
(Aug. 6, 1948), reprinted in 5 U.C.C. Drafts 151 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984). 
(50) Uniform Commercial Code : May 1949 Draft Article 7, reprinted in 8 U.C. 
C. Drafts 77 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984) . 
(51) September 1949 Revisions of Section 1-105, Section 6-303 and Article on 
Secured Transactions, Article 8, reprinted in 8 U.C.C. Drafts 281 (Elizabeth S. 
Kelly ed., 1984) . 
(52) October 1949 Revisions of Section 1-105, Bank Collections Part of Article 
3, Section 6-303, and Articles on Secured Transactions and Bulk Transfers, 
Article 8 Secured Transactions, reprinted in 8 U.C.C. Drafts 467 (Elizabeth S. 
Kelly ed., 1984) . 
(53) Uniform Commercial Code : Proposed Final Draft. Text Edition (Spring 
1950) , reprinted in 11 U.C.C. Drafts 197 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984) ; Uniform 
Commercial Code : Proposed Final Draft. Text and Comments Edition (May 
1950), reprinted in 11 U.C.C. Drafts 197 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984) . 
(54) September 1950 Revisions of Article 2, Article 4, Article9, Article 9, reprint-
ed in 11 U.C.C. Drafts 387 (Elizabeth S. Kelly ed., 1984) . 
(55) Uniform Commercial Code : Proposed Final Draft No. 2. Text Edition 
(Spring 1951), reprinted in 12 U.C.C. Drafts 35 (Elizabeth Slusser Kelly ed., 
1984) . 
(56) Uniform Commercial Code. Final Text Edition (November 1951),Article 9, 
reprinted in 13 U.C.C. Drafts 63 (Elizabeth Slusser Kelly ed., 1984) ; Errata and 
Changes in Final Text Edition (November 1951) of Uniform Cornmercial Code 
(June lO, 1952) , reprinted in 13 U.C.C. Drafts 129 (Elizabeth Slusser Kelly ed., 
1984) ; Errata and Changes in Final Text Edition (November 1951) of Uniform 
Commercial Code (August 1, 1952) , reprinted in 13 U.C.C. Drafts 137 (Elizabeth 
Slusser Kelly ed., 1984) . 
(57) Uniform Commercial Code : Official Draft. Text Edition (1952) , Article 9, 
reprinted in 13 U.C.C. Drafts 401 (Elizabeth Slusser Kelly ed., 1984); Uniform 
Commercial Code : Official Draft. Text and Comments Edition (1952), Article 
9, reprinted in 14 U.C.C. Drafts I (Elizabeth Slusser Kelly ed., 1984) . 
(58) ~~/~/)v･+ 7il[I~ ~>O~Schnader~~li~~:~~: ~:~;~~)~i'l~1~:~)D ~~~7~~~ 
~.'~~{~;~~ ~)O~ ~:E~1~ ~~~~~~~~L~t~)~~;i~~~'y/J ;'1~c < fl~c~ ~ ~ ~ v･ 1) See *' 
Braucher, supra note 40, at 801 ; Frederick K. Beutel, The Proposed Unlform 
Commercial Code as a Problem in Codlfication, 16 LAW & CONTEMP. PROBs. 141, 
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143（1951）；Frederick　K．BeuteI，Th6P名のos64Uη肋7魏［p］Co解解6π乞σl　Co46
Sho％」4　％o護B6／1づ（4）≠ε4，61YALE　L．」．334，362－63．
（59）議論の内容は、公刊されている。STATEoFNEw　YoRKLAw　REvlsloN　CoMMIssloN，
REpoRT，HEARINGs　oN　THE　UNIFoRM　CoMMERcIAL　CoDE（1954）．
（60）S66，Braucher，szφ観note40，at802－04．また、ブラウカー・前掲注（39）27頁
以下参照。
（61）最後までUCC第9編の採用を躊躇してきたのは、（フランス法系の伝統をも
つ）ルイジアナ州であった。しかしながら、ルイジアナ州も、1990年1月1日に
UCC第9編を施行。UCC第9編は全米において統一法典としての実質を達成し
た。566，Thomas　A．Harrell，。4σκ躍6勿♂h6P”∂魏o％sびCh砂オεγ1〉伽εげ
Lo％鰯伽傭Co郷窺6κ♂認Co46，50LA。LREv．711（1990）．ただし、各州においてバ
　リエーションが存在することに加え、改正法案が各法域において制定法化されるま
でには、時差があることにも注意が必要である。現行法については、前掲注（16）
参照。
（62）現行法においても、一定の目的財産にのみ適用される例外規定が多数含まれる
ことは、かかる沿革を踏まえたものである。
（63）financingとは、資金調達取引全般を指す用語で、伝統的にその中心は貸付取
引である。しかしながら、とりわけ現在では、貸付取引以外の新たな手法による資
金調達が行われるようになっており、UCC第9編では、夙に、売掛債権の売買な
　ど、貸付取引に拠らない資金調達取引を同じく「financing」という概念で捉えて
きた。かかる状況に鑑み、本稿では「financing」という概念を広義に捉え、「金
融」と訳出することにする。
（64）　S66，Notes　and　Comments，Introduction，Tentative　Draft　No．1，名勿吻渉6‘！吻
4U．C．C，Drafts，at287（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（65）ただし、「事業用資産包括譲渡（バルタセール）」と「乗物金融」に関しては、
後に、UCC第9編から分離されることになるため、本稿では検討対象としない。
　また、「農業り一エン」については、独自の考察を要する論点が少なくない。本稿
で深く立ち入る余裕もないので、これも別の機会に譲りたい。
（66）U．C．C．§7－201cmt．1，May1949Draft　Article7，勿吻≠64劾8U．C．C．Drafts
99（Elizabeth　S．Kelly　ed．，1984）．ただし、「第3章で規定される動産担保証券およ
び売掛債権の譲渡を除く」とする。
（67）U．CC．§7－201cmt．2，May1949Draft　Article7，吻吻翅劾8U．C．C．Drafts
100（Elizabeth　S．Kelly　ed．，1984）．
（68）実際、（用語の置き換えを除いて）法理に起草者の見解を反映させたとされた
のは、債務不履行（default）に関する規定のみである。U．CC　§7－201cmt．3，
May1949Draft　Article7，吻吻翅初8U．C．C。Drafts100（Elizabeth　S．KeIly
ed．，1984）．（草案③§7－210に関する修正事項を説明。）
（69）その法理は次のようなものであった。占有は代理占有によるものでもよく（草
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案③§7－204）、簡易の引渡しでもよい（草案③§7－202（1））。もっとも、占有改定
　は除かれている（草案③§7－204）。また、設定者による代理占有は、一定の範囲
　で容認されていた。すなわち、予め当事者の合意があれば、一旦質権が成立したあ
　との質物の返却（retum）は、当事者間での効力を消滅させない。ただし、設定者
　の事業の通常の過程における買主には（善意悪意を問わず）対抗できない他、善意
取得者にも対抗できない（③§7－206）。また、合意がなくとも、一定の目的（物
　品の保存、債権等の回収など）をもつ一時的なものであって、その目的との関連で
合理的な期間内であれば、返却が認められる（③§7－207（2））。
（70）　Grant　Gilmore，Ch観61S6伽グ勿π，57Yale　L．」．761，781（1948）．
（71）ただし、その限度の画し方は異なる。「設備リーエン」の場合、その効力を爾
後取得財産に及ぼす旨の合意は、原則として、有効であるとされた（草案③§7－
406）。そのうえで、売買代金担保権には劣後するとの規定によって、制限が付され
　ていた（草案③§7－407）。一方、「消費者物品リーエン」の場合、その効力は、リ
　ーエン設定後（合意文書作成日を基準として）10日以上後に設定者が取得する財産
　には、及ばないとされた（草案③§7－602）。
（72）消費者物品リーエンの場合は、担保合意文書ないしその写しを登録するという
伝統的な手法に基づくものであった（草案③§7－604）。
（73）　これは、後述の「棚卸資産および売掛債権金融」を含め、非占有担保に共通の
制度として導入されたものであった。
（74）　なお、わが国の特定動産譲渡担保の議論との関係で注目すべきは、草案③の動
産抵当としてのリーエンにおいては、物上代位効に関する規定が設けられていない
点である。
（75）　ただし、「機械、不動産附従物、設備は除くとされる。」
（76）「売掛債権」とは、「売却された物品ないし提供されたサービスの価格
　（price）に対する権利である。即時に支払われうるものと否とを問わない。」（草案
③§7－104（3））と定義される。
（77）　「動産担保証券」とは、「動産の売買ないしリースから生じた割賦払い債務であ
って、その債務の弁済が動産権によって担保されているもの」（草案③§7－
104（4））と定義される。
（78）　「委託販売」は、原則として（UCC「担保取引編ではなく」）UCC「売買編」
　（草案③§2－326．）で規定される（草案③§7－304（1））。しかし、「委託販売の効果
が、目的財産の処分の有無にかかわらず、受託者に目的財産の価格の全額ないし大
部分の支払いを要求する内容である場合、当該委託販売は棚卸資産リーエンと看倣
　される。その場合、あらゆる点で、本章に服すものとする。」（草案③§7－
304（2））。これは、委託販売が、隠れた担保取引（disguised　security　transac－
tions）となっている場合があるためである。一般に受け入れられている区別基準
は、受託者が、目的財産の処分に関係なく、物品の代金を支払う債務を負っている
か否かである。
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（79）　かかる本質は、すでに草案①の起草者解説書に明記されている。「棚卸資産金
融は、転売（resale）のために保有される物品、ないし、転売のための物品の準備
（preparation）において費消するよう保有される物品における担保権」である。
Notes　and　Comments，Introduction，Tentative　Draft　No．1，吻π蛎64初4U．C．C．
Drafts，at287（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（80）S66，1G王LMoRE，s勿観note39，at292n．7（本制定法の基本的な構造（essential
stmcture）は、その後（＝草案⑤の後）修正を受けることはなかった。）．
（81）S6a羅．292．
（82）　S66，D．Benjamin　Beard，丁肋P％κh召s6〃伽のS66％7∫砂肋伽召s渉勉動∂6％一
　≠oη」がπ1）06s　No渉FJoσあπ〃循！B6P6召4！，57Tem．L　Rev．437，4681Thomas
E．Plank，S‘zo名64Cozσsα％4　凧）娩hozs6s’7h6S‘zl66ゾ∠4060z粥云sα％4Chα琵61
P砂67　z‘多z467　云h6　U　C．C。‘z％4　孟hε∠励6孟s　（ゾ　V70彪」勿zg　α　Fz67z4‘z盟z6多z如l　Z）名4勿zg
P露多zoゆ16，26Conn．L　Rev．397，418　（1994）．
（83）駕．
（84）　なお、人的財産担保権の目的財産としての権利の概念は、後の改正（1972年法
典）で、無形財産（intangible）という概念に包摂され、その下部的類型も再編成
されるが、本稿では、これ以上立ち入らない。この点については、大和田・前掲注
　（18）（一）139頁以下が詳しい。
（85）　草案①に相当。本章第2節で検討。
（86）草案②および③に相当。本章第3節で検討。
（87）　以下の記述は、Notes　and　Comments，Introduction，Tentative　Draft　No．1，
吻吻孟64初4U．C．C　Drafts，at287－289（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．に基づく。
（88）　同法の条文等は、2U．、f。㎜Laws　A。．。t、t，d1－42（1957）に収録されている。本節
　3で検討する。
（89）9C　Un、f。㎜Laws　Am。tated220－72（1957）所収。本節3で検討。
（90）
（91）
（92）
（93）
本節3で検討。
本節3で検討。
本節3で検討。
S66αJso，Karl　N．Llewellyn，P名06」6窺s‘ゾCo4勿初g　S60％万砂Lα”，13Law＆
CoNTEMp．PRoBs．687，691（1948）l　AIlison　Dunham，動％窺oη伽4∠4660観云s
1～606吻616π％伽伽g，62HARv．L　REv．588，594－97（1949）．これらは、基本的な立
場に相違はないものの、主として第II期法理の問題意識に基づくものである。次節
で検討する。
（94）　Grant　Gilmore＆AIlan　Axelrod，Ch観61S66π7勿1，57YALE　L．J．517（1948）；
Grant　Gilmore，s妙㎎note70．
（95）　Gilmore，sゆ昭note70，at776．
（96）起草当時（1940年代後半）は、棚卸資産や売掛債権を担保にとることへの実務
家の認識の転換期にあたるとの指摘が少なくない。この点について、わが国の研究
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　では、谷口・前掲注（17）157頁以下が詳しい。
（97）　もっとも、Kripke（に代表される実務家）の認識が、起草委員の認識と完全
に一致していたわけではない。とりわけ、C．1．T．という当時のアメリカで積極的に
売掛債権金融を行っていた金融会社でのキャリアもつKripkeは、売掛債権のみを
　目的財産とする担保取引（ないし、真正売買による金融取引を含む）の有用性と、
そのためにUCC第9編の制度設計を変更する必要性を力説した。また、フローテ
　ィング・リーエンの効力と破産法制の関係についても、批判を展開する。後者につ
　いては、次節以降で検討する。前者については、売掛債権金融プロパーの側面・論
点が多く、本稿では深く立ち入れない。ただ、Kripkeも、（棚卸資産金融とは似
て非なる売掛債権金融の存在を説いたものの）棚卸資産金融の必要性およびそれを
措定するフローティング・リーエンの必要性については、異を唱えるものではな
　い。S66，HomerKripk：e，1～瞬60あoπsグ召D瞬6κπo吻67κ吻々6，470HloS乳L
J．577，577（1982）（ルウェリンは1948年論文の中で次のような洞察を明らかにし
た。すなわち、売掛債権が単に棚卸資産の拡張に過ぎないというのである。これ
は、当時としては、天才的な洞察であったといえよう。彼はこの見解をファース
　ト・ドラフトの棚卸資産の章（chapter）に盛り込んだ。）．
（98）　Homer　Kripke，C勿驚n渉Ass6お配郷％6吻g硲αSo％名06げLo％g－7セ槻
　αψ吻」，36MINN．L．REv．506（1952）．S66，l　GILMoRE，at97．
（99）　「棚卸資産リーエン」の概念については、本章第1節4で検討した。
（100）　Bene（lict　v．Ratner，szφ鵤note28，268U。S．353（1925）．
（101）　§6cmt．，Tentative　Draft　No．1，名ゆ短剛64初4U．C．C．Drafts，at291
　（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（102）かかる通知登録制度は、UTRAに由来するものであり、いくっかの領域的な
モーゲージ制定法の中にもみられたものであった。§10cmt．，TentativeDraft　No．
　1，名ゆ露磁64」％4U．C．C．Drafts，at293（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（103）適正な登録の要件として、適正な場所で登録を受け、手数料（1ドル25セント
　との仮規定があった）を支払うことをあげる（草案①§9（2））。登録がなされるべ
　き場所は、州務長官（Secretary　of　State）の事務所であるとされていた（草案①
§11）。
（104）　なお、実質上草案①§10（2）に列挙された事項と同様の内容であって、誤解
　を招かない記載であれば、登録事項として有効とされた（草案①§10（4））。加え
て、被担保債権の存続期間期間および総額を記載することも可能であった（草案①
§10（3））。
（105）起草者解説書は、Donn　v．Automobile　Dealers　Investment　Co．，52N．E．2d
695（111．1944）．を引く。これは、トラスト・レシートに関する先例であった。§17
　cmt．，Tentative　Draft　No．1，物吻∫ε4痂4UCC．Drafts，at299（Elizabeth　S．
　Kelly　ed．1984）．
（106）　Genera正Comments§§17－22，Tentative　Draft　No．1，名砂短鉱64劾4U．CC
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Drafts，at298（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（107）なお、登録前1か月の期間（1ag）は、登録がないのであるから、劣後する担
保権者に対することはできず、専ら一般債権者（unsecured　creditors）に対抗で
　きるのみである。かかる期間を設けた趣旨は、「借主・与信者が、例えば賃金の原
資のような、緊急融資（emergency　loan）をなす合意をするために必要な期問」
あるいは「（設定者が）物品を購入するための資金を提供するのに必要な期間」で
あるとされる。「かかる事例においては、貸付証書が登録される前に金銭が必要と
　されるかもしれない」というのである。
（108）　§§9，4cmt．，Tentative　Draft　No．1，名ゆ万吻64初4U．C．C．Drafts，at292
　（Elizabeth　S．Kelly　ed．1984）．
（109）　Notes　and　Comments，Introduction，Tentative　Draft　No．1，勿枷翅初4U．
C。C、Drafts，at288　（Elizabeth　S，Kelly　ed．1984）．
（IIO）　S66，Beard，s勿昭note82，at473．
